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1．失業率は 0.2 ポイント低下の 5.3％ 

総務省が 10 月 30 日に公表した労働力調査によると、9 月の完全失業率は前月から 0.2 ポイント

低下し 5.3％となった（ロイター集計事前予想：5.6％、当社予想は 5.7％）。失業率は 7 月には 5.7％

と過去最悪を記録したが、その後の 2ヵ月で 0.4 ポイントの大幅改善となった。 

雇用者数は前年比では▲1.1％（8 月：同▲1.3％）と引き続き大幅な減少となったが、前月比で

は 3ヵ月連続で増加し、その間の増加幅

（季節調整値）は 53 万人となった。 
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（％）完全失業率と失業者増減の内訳（前年差、万人）

（注）非自発的離職は定年又は雇用契約の満了＋勤め先都合

（資料）総務省統計局「労働力調査」

完全失業率（右目盛）

（年・月）

失業者計

失業者数は 363 万人、前年に比べ 92

万人の増加となり、8月の 89 万人増から

増加幅が若干拡大したが、季節調整値で

は 352 万人となり、前月よりも 10 万人減

少した(ピークは 7月の 376 万人)。 

失業者の内訳を求職理由別に見ると、

非自発的な離職による者が前年に比べ

68 万人の増加（うち勤め都合が 51 万人

増）、自己都合による者が 6万人の増加で

あった。 

 

失業率の低下は、就業をあきらめ労働市場から退出する人が増えることによって生じる場合があ

るが、8 月、9 月と雇用者、就業者（ともに季節調整値）が前月よりも増加する中で失業率が低下

している。このことは前向きの評価ができるだろう。労働力調査は振れの大きい統計であることに

は留意が必要だが、今春以降の生産の持ち直しを受けて、雇用情勢は最悪期を脱しつつあると判断

される。 

 

雇用者数の内訳を産業別に見ると、製造業の雇用者数は前年に比べ▲73 万人の大幅減少となった

が、8 月の同▲106 万人減に比べると減少幅は大きく縮小した。派遣社員が含まれる職業紹介・労

働者派遣業の雇用者数は前年に比べ▲16万人減と11ヵ月連続の減少となった（8月は▲19万人減）。

一方、医療・福祉は前年に比べ 39 万人の増加（8 月：42 万人増）となり、引き続き雇用の下支え
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役となっている。 

従業員規模別には、前月に続き全ての規模で前年よりも雇用者数が減少した。 
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産業別・雇用者数の推移（前年差、万人）

（年・月）（資料）総務省統計局「労働力調査」
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２．労働需給の悪化には歯止め 

厚生労働省が 10 月 30 日に公表した一般職業紹介状況によると、9 月の有効求人倍率は過去最低

となった前月から 0.01 ポイント上昇し 0.43 倍となった(ロイター事前予想：0.42 倍、当社予想も

0.42 倍)。有効求人倍率の改善は 07 年 5月以来、2 年 4ヵ月ぶりのこととなる。有効求職者数が前

月比▲1.6％と 17 ヵ月ぶりに減少する一

方、有効求人数が前月比 1.5％と 2 ヵ月

連続で増加した。有効求人倍率の先行指

標である新規求人倍率も前月から 0.03

ポイント上昇し 0.79 倍となった。 
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（倍）

経済活動の水準が依然低いものにとど

まっているため、企業の求人意欲が急速

に高まることは期待できないが、ここに

きて労働需給の悪化には歯止めがかかり

つつあると判断される。 
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